
令和７年２月１４日 

 

各区役所コミュニティ支援課長 様 

                       総務市民局     

安全・安心推進課長 倉田 武 

 

 

令和７年度「地域安全マップづくり事業」に係る地域への協力依頼について 

 

記 

 

１ 地域安全マップづくり事業について 

犯罪の起こる原因を、「人」ではなく「場所」に注目する「犯罪機会論」に基づき、

地域における危険な場所、安全な場所を子どもたち自らが判断する考え方を、大学生

ボランティアと共に実地で学ぶ取組。（平成２２年度から実施） 

（１）協力大学 

ア 九州国際大学 姜ゼミ KITAMAP 

  イ 九州共立大学 地域創造学科 

  ウ 北九州市立大学 防犯・防災プロジェクト MATE’S 

（２）実績 

令和６年度 ６校（門司区２校、小倉北区３校、戸畑区１校） 

      ２館（霧丘市民センター、三六市民センター） 

令和５年度 ４校（門司区２校、小倉南区１校、八幡東区１校） 

 

２ 地域の協力について（当日の参加者の安全確保） 

当日は、大学生と児童がフィールドワーク（まちあるき）を行う。 

児童の安全確保のため、実施小学校校区の生活安全パトロール隊（地域の見守り活

動等にご協力いただいている地域住民）の同行を依頼するもの。 

 

３ 伝達事項 

本会議で了承されれば、実施小学校募集前に、各区自治総連合会理事会等に出席し、

事業内容を説明し、協力を依頼する予定。（各区コミュニティ支援課と調整） 

 

４ 各区自治総連合会等説明資料 

（１）各区自治総連合会等への協力依頼文              ・・・別紙１ 

（２）教育委員会依頼文（市内小学校への地域安全マップづくり周知文） ・・・別紙２ 

（３）地域安全マップづくり募集申込書               ・・・別紙３ 

 

           総務市民局 安全・安心推進部 安全・安心推進課  

 担当：森満・濱本 TEL：582-2911 



別紙１ 

令和７年度地域安全マップづくり事業への協力について（お願い）

 日頃より、安全・安心なまちづくりにむけた取組にご尽力いただきありがとうございます。 

 当局では、子どもの犯罪被害防止を目的に「地域安全マップづくり」事業を実施しており

ます。本事業は、犯罪の起こる原因を「人」ではなく「場所」に注目し、子どもたちが自ら

危険な場所を理解、判断できるよう、ボランティアの大学生と共に楽しく学ぶことのできる

取組です。 

 つきましては、令和７年度の実施にあたり、子ども達の安全確保にご協力を賜りますよう

お願いいたします。

１ 事業名 

  「地域安全マップづくり」 

２ 対象 

  小学４年生以上 

３ 募集方法・定員 

  教育委員会を経由し、市内各小学校に募集を実施（先着６校まで） 

４ 実施場所 

市内各小学校及びその周辺地域 

５ 実施時期 

  ７月～１２月頃 

６ 依頼事項 地域住民のご協力）について 

   実施当日のフィールドワーク（まちあるき）に同行し、子ども達の安全確保にご協力を

お願いします。 

７ 協力予定時間                 

  午前中の１～１．５時間 

８ 実績 ※平成２２年度から実施 

○令和６年度:６校(門司区２校、小倉北区３校、戸畑区１校) 

２館(霧丘市民センター、三六市民センター) 

○令和５年度:４校(門司区２校、小倉南区１校、八幡東区１校） 

  ○令和４年度:５校(門司区２校、八幡東区２校、八幡西区１校) 

１館(東戸畑市民センター) 

９ 協力大学 

九州国際大学、九州共立大学、北九州市立大学

総務市民 安全・安心推進部 安全・安心推進課 

担当：森満・濱本 TEL：582-2911 

 
 

令和７年３月○○日 

 

●●●区自治総連合会 

会長  ● ●  ● ● 様 

               北九州市 総務市民局長 三浦 隆宏 

 

 

 

記 

（
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総務市民局 安全・安心推進部 安全・安心推進課 

担当：森満・濱本 TEL:582-2911 

 
 

令和７年３月○○日 

 

●●●区まちづくり協議会 

会長  ● ●  ● ● 様 

               北九州市 総務市民局長 三浦 隆宏 

 

 

 

記 
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申込先（問い合わせ窓口）
北九州市役所 安全・安心推進課 担当 森満
電話番号：093-582-2911 FAX ： 093-582-3889
メール ：sou-anshin@city.kitakyushu.lg.jp

○地域安全マップとは？？
犯罪の起こる原因を「人」ではなく「場所」に注目する「犯罪機会論」という考え方に基づき、

地域における危険な場所、安全な場所を子どもたち自らが理解、判断できるよう楽しく学ぶことの

できる取組です。

【地域安全マップづくり詳細】

１ 対象団体 市内小中学校（小学４年生以上）

２ 所要時間 ４～６時間程度 ※ご都合に応じて調整も可能です。

３ 募集方法 先着順 ６団体まで

４ 応募方法 申込必要事項（裏面参照）を電子メールで送付。

または、裏面を記入の上、ＦＡＸ送信。
※実施日程について、大学生ボランティアの授業の都合上、基本的に金・土曜日の開催を予定しております。

その他の曜日を希望される場合はご相談ください。

地域安全マップづくりの特徴

（１） 大学生と一緒に楽しく防犯教育が可能

（２） 事前学習（理論）とフィールドワーク（実践）を同時に実施

（３） 学校の要望に合わせた柔軟な実施方法

別紙３
「危ない」の理由を学ぼう！

地域安全マップづくり

mailto:sou-anshin@city.kitakyushu.lg.jp


地域安全マップづくり 実施申込書
ＦＡＸ：５８２−３８８９ 総務市民局安全・安心推進課 宛

申込必要事項

年 月 日

団体名： 代表者名：

住所：

担当者名： 参加予定人数： 約 名
（学年等： ）

電話： ＦＡＸ：

メールアドレス：

地域安全マップづくりを

（ 希望する ・ 詳細を聞きたい ）

実施希望日
● 第一希望 年 月 日（ ）

● 第二希望 年 月 日（ ）

● 第三希望 年 月 日（ ）

※ 実施日程について、大学生ボランティアの授業の都合上、基本的に月・金曜日の
開催を予定しております。その他の曜日を希望される場合はご相談ください。

※ なるべく希望日通りに実施できるよう調整しますが、再度日程調整させていただく
場合もありますのでご了承ください。

※ 内容としては「小学校４年生以上」が対象となります。
また、参加者の年代に応じて内容を微調整します。

【お問い合わせ】北九州市 総務市民文局 安全・安心推進課 森満・濱本
TEL：093-582-2911 FAX：093-582-3889 mail：sou-anshin@city.kitakyushu.lg.jp

mailto:sou-anshin@city.kitakyushu.lg.jp

